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九
月
十
蕊
滋
は
敬
老
自
宅
金
織
的
に
義
齢
化
杖
会
が
滅
ん
で
い
乏
す
が
、
我
孫
子
市
も
九
十
年
後
に
は
、
十
人

ι

一
人
炉
、
六
十
五
態
以
上
の
お
車
寄
り
に
な
り
ま
す
“
ニ
め
よ
う
な
な
か
で
も
老
後
を
い
か
に
光
突
し
て
漁
止
す
か
、

母
、
縫
う
官
、
つ
で
叫
掠
れ
て
い
ま
す
φ

し
ご
と
や
サ
ー
ク
ル
淡
齢
制
を
、
積
極
品
別

ι行
う
ニ
と
も
一
つ
め
万
一
鴻
で
す
む

さ
ま
ざ
ま
な
緩
ま
り
に
は
、
さ
ま
広
ま
な
友
人
が
持
っ
て
い
る
ニ
と
で
し
ょ
う
お

こ
の
秋
に
は
、
混
樹
の
会
務
齢
者
文
化
祭
'
-
タ
i
ト
リ
ン
ピ
y
ク
e

令
催
し
ま
す
。
す
や
っ
て
ご
参
加
〈
だ
多
い
。
一

ま
士
、
市
内
的
J
投
郷
町
方
二
十
五
人
的
方
に
、
長
醜
河
時
総
け
つ
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
白
ご
覧
〈
だ
お
い
。

鳩号V珂必湾尽仁一
a怠奇匂げ了〈::主どh
愉妻ま烹豪、:‘

J斜議遜
J
蓮
翁
護
謹
鶏
護
灘
漆
警
滋
謂
翼
謝
魂
繍
墾
塑
申
緋
柑
り
に
な
つ
ζた
と
い
え
、
体
を
動
か

L

拘
災
叫
が
閣
で
辻
、
偽
ゑ
品
愉
淡
服
に
潟
叫
鈴
師
化
札
杜
悶
会
口
的
高
齢
作
化
胤
が
、
わ
ず
か
に
還
れ
て
糊
縦
叫
た
り
、
怒
味
い
ιい樹
輿
刊
ヒ
た
り
す
る
ニ
と
は
、

に
品
向
つ

Jて
い

Zると
雲
孔
号
て
い

zま手寸zZが々、わ
主
れ
て

7〈る
2も主昨
の
、
-
ニ
…
ι十卒-&部鵠後摘芝ι詰は
、
大
三
議
械
を
持
つ
ニ
と
に
な
り
ま
す
。

伐
採
子
中
期
的
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
む
わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
も
総
紫
に
高
齢
人
ゑ
h
h
n
定
年
N

は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
市
に
お
い
て
は
、
滋
毅
三
十
年
以
化
社
会
に
な
る
ニ
と
を
…
草
し
て
い
ま
す
。

降

、

表

冬

、

六

十

議

室

内

方

ニ

社

は

、

お

年

寄

り

だ

け

め

撃

で

叫

ん

輝

総

議

だ

ち

後

零

主

的
余
人
口
に
占
め
る
議
会
が
、
忍
%
前
は
な
く
、
若
い
人
と
ち
も
、
な
ん
ら
か
草
人
ク
ラ
ブ
ノ
法
務
花
鹿
島
輔
揮
さ
ん

後
す
な
わ
ち
、
ご
小
人
に
一
人
と
い
う
の
形
で
凝
]
捕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
約
一
七
ト
九
地
域
・
轡
)

割

合

で

し

た

。

滋

で

す

α

…
市
め
老
人
ク
ラ
ず
に
は
現
在
、
口
一

と
こ
ろ
が
、
滋
岡
崎
山
一
子
年
に
は
、
現
九
月
十
五
ロ
認
め
絞
殺
の
認
を
前
に
、
千
人
以
上
が
初
入
し
て
い
て
、
総
り
や

一
一
戸
在
‘
年
齢
別
人
口
守
一
番
多
い
閉
山
十
歳
も
っ
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
柊
後
、
ゲ
ー
ト
ボ

i
ル
な
ど
を
脇
市
し
ん

二

月

一

訪

れ

れ

民

会

主

震

が

日

ー

を

す

と

し

た

り

け
人
口
に
占
め
る
総
合
は
、
十
%
ほ
ど
に
、
高
齢
化
叫
礼
会
に
持
行

L
て
地
〈
な
か
紘
は
、
ニ
め
は
か
か
キ
タ
的
余
白
、

い

山

手

議

以

上

言

と

い

う

こ

と

に

主

で

、

大

切

な

こ

と

は

ぎ

が

い

』

を

ぷ

2
2な
に
も
霊
し
て
ま
す
a

滋
る
と
、
会
ん
と
ぷ
十
wmを
却
阻
止
る
と
後
見
つ
け
る
こ
と
幻
と
議
わ
れ
て
い
ま
す
の
そ
の
せ
い
か
、
体
的
諮
子
も
上
々
で
す
。

回

読

さ

れ

ま

す

吻

ヒ

つ

に

、

六

五

委

譲

ま

霊

に

よ

る

と

、

お

年

寄

H

奪
二
」
な
っ
て
も
、
舗
を
雪

哨
上
渋
々
は
、

L
e
人
に
一
人
、
五
十
五
歳
。
肉
付
生
き
が
い
い
の
ト
ン
プ
は
べ
怠
得
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
同
盟
的
に
外

ー
以
上
め
万
は
、
混
入
に
一
人
と
い
う
ニ
子
や
刊
悼
の
成
緩
い
そ
し
て
、
吋
絞
殺
‘
伎
に
出
て
、
従
と
交
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が

静

と

に

な

り

ま

す

。

古

学

ヘ

吋

僻

地

味

娯

楽

」

ば

会

議

制

一

…

幾

何

九

と

患

い

ま

す

ω

滋
い
う
ち
か
ら

Aa

こ
の
数
字
い
門
戸
、
協
会
ト
仕
仰
に
比
べ
、
人
と
統
き
ま
す
白
趣
味
と
か
サ
ー
ク
ル
議
動
を
続
け
て
い

画
園
調
謹
書
割
圃
圏
屋
轟
轟
瞳
闘
圃
掴
襲
聾
輔
自
陣
畢
華
社
ば
、
会
お
さ
ら
い
い
で
す
ね
J

第
十
一
関
苧
州
政
油
開
菊
民
ま
つ
臨

7
υ
η
山
、
点
数
千
七
千
四
積
日
曜
釣
な
人
生
悲

L
山

U
S一
J
2
2芦
田
こ
ん
な
集
い
も
あ
り
ま
す

臨
調
曳
ど
だ
け
が
主
義
久
村
わ
れ
ま
し
欄
現
窓
、
そ
れ
ぞ
れ
め
と
こ
ろ
で
司
お

4
5
の

ぺ

醐

事

り

が

添

削

峨

し

て

い

ま

す

、

き

も

お

鵬

同

~

一

ア

十

二

g
‘
一
一
十
一
ぷ
誌
の
十
時
掴
め
を
w

紹
介

L
ま
す
九

護

小

;

外

的

行

書

全

て

一

一

…

ん

お

年

寺

中

心

室

で

は

、

レ

ク

!

¥

ち

g
に
叫
翁
に
な
り
ま
し
た
が
‘
圏
リ
エ

1
3ン
・
地
域
事
紛
争
点
に
一
打

A
J
M十
一
ち
び
っ
こ
め
い
P

湯
浅
い
が
行
掴
う
犯
人
ク
ラ
7
、
勉
強
を
殺
し
て
脅
か

』
、
つ
わ
れ
た
市
建
設
は
、
つ
め
か
酬
な
人
生
を
め
が
す
問
問
弁
大
学
(
火
時
十
品
川
〉
、

叫
ノ
九
日
げ
た
ち
び
っ
こ
た
ち
で
熱
気
ム
一
一
経
験
為
ヤ
生
か
し
た
し
ニ
と
を
行
、
つ
ン
ル

グ
日
付
ン
ム
乙
遊
緑
為
り
、
消
設
あ
欄
パ
人
材
宇
/
タ
な
と
が
ふ
す
ま
竺

4φ

お
り
で
総
緩
む
争
拍
手
で
ん
U
H
均

醐

V
老
人
ク
ラ
ブ
世
ヘ
Y
1
3
2

一
一
二

援
湾
資
火
衡
に
出
砕
い
た
め
は
、
後
名
園
短
訟
潔
託
人
秘
伝
認
作

民

間

内

出

美

子

予

三

票

三

号

、

幅

V
墨
笑
茸
;
大
学
問
問
宮
八
一
一
口

一M
M
雲

市

手

さ

ん

(

京

車

問

主

流

主

主

妓

謹
川
続
前
問
符
妻
子
き
ん
〈
流
出
世
間
一
言
シ
ル
パ
j
人

苦

言

1

自

八

開

年

J

λ

八
九
叫

則
市
砂
市
内
，
生
花
ほ
か
J

梢
談
会
(
(
本
)
ま
で
口
総
絞
剤
師
へ
申
し
込

縁
日
制
・
員
一
説
b

叫
飢
餓
協
は
か
ご
い
一
、
関
ん
で
く
だ
さ
い
。

持

'

将

棋

大

会

践

九

悶

月

十

む

e

十
八
日
約
一
…
間
弱
は
、
文

潜
哨
嚇
蹴

m

義
人
が
岡
山
佐
々
ン
タ

i
つ
つ
仁
秒
対
象
老
人
ク
ラ
ブ
会
民
お
よ
び
六
伐
採
機
能
の
た
め
、
抵
人
出
品
弘
セ
ン
タ

↓
五
歳
以
上
的
市
内
務
庁
牛
若
つ
つ
じ
殺
で
は
、
一
伎
の
畑
山
崎
仰
は

剛
被
滋
争
申
し
込
み
名
人
ク
ラ
ブ
公
民
は
‘
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
z

ま
た
十
七
日
め

討
会
後
ヘ
申
し
込
ん
で
〈
だ
さ
い
匂
一
一
世
巡
回
附
ハ
ス
は
休
み
に
な
け
i

ま
す
」

夕
刊
人
辻
、
ハ
庁
キ
ま
た
は
抵
滋
小
、
九
月

山
高
額
襲
撃
ト
時
V
V監
事
調
d

h

t

-

i

 
争

縫

時

十

月

↓

ロ

ロ

エ

)

、

福

山

天

内

}

‘

園

、

一

と

る

翁

場

合

ト

一

再

(

史

、

午

前

九

時

プ

び

一

ぷ

玄

一

い

け

後

-
h線
二
の
が
お
の

す

か

り

午

後

一

一

時

三

つ

い

玄

卒

、

一

鴻

綿

一

者

き

に

入

場

機

節

減

さ

日

中

央

公

務

…

崎

隆

明

暗

一

鈴

余

震

考

争

対

象

巨

人

ク

ラ

ブ

会

員

お

よ

が

六

一

岳

山

側

…

盗

家

ー
五
椛
川

M
K丹
市
市
内
問
伯
μ

出
荷
で
岬
間
出
引
な
⑮
内
問
時
九
月
十
γ
口
口
〈
本
〉
午
後
一
時

人

か

ら

一

一

時

ー

ま

で

争
申
し
込
み
草
人
ク
ラ
フ
京
以
は
ル

aw場
所
市
民
会
館
大
ι石川市浪

九h
u
伐
に
申
し
込
F

ん
で
く
に
位
、
い
~
一
般
絡
み
品
開
糊
「
高
齢
μ
H
m
一
散
さ
が
い
と
京
礎

的
人
は
、
ハ
カ
々
ま
た
辻
忍
訴
で
九
り
に
お
け
る
託
人
め
役
総
」

一
一
口
臼
ま
立
に
一
一
間
世
誕
へ
中
ι

し
げ
出
ム
で
、
骨
灘
間
問
符
部
一
一
郎
(
仙
以
内
川
け
令
京
)

く

だ

予

い

堂

笠

催

一

民

々

大

小

ト

A
F
m叱

V
担
惜
叫
位
課
の
健
一
摘
は
科
一
山
村

r
L
ヘ
ド
凡
ヘ

ae
入
場
離
料

百

八

五

一

一

一

一

与

問

い

合

せ

中

会

ハ

ム

代

郎

争
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ふ
や
そ
う

同
刷
物
は
築
縁
棄
の
は
ど
ち
き
で
太
吋
閥
的
経
一
宇
券
会
き
ん
的
し
緩
め
ま
わ
り
か

エ
ネ
ル
年
ー
を
謡
え
‘
後
品
開
カ
ス
を
一
絞
ら
捻
め
ま
し
ょ
う
。

号

室

長

会

す

機

能

を

も

つ

れ

窓

険

な

プ

隠

ヴ

'

ク

塀

い
ま
す
。
地
球
上
め
品
ら
ゆ
る
生
命
l

検
数
の
九
十
M
h
が
本
瀦
と
り
つ
絵
融
市
カ

日
税
務
の
こ
め
作
滑
に
よ
っ
て
支
え
ら
比
五
十
…
一
…
埠
六
月
に
設
と
勺
た
法
城
県
で
ま
し
た
6

大
地
震
が
滋
之
勺
た
場
骨
、

て
い
る
わ
け
で
す
。
沖
地
蚕
時
二
十
…
…
名
の
人
命
を
称
い
ま
ほ
と
ん
ど
が
総
総
に
な
る
と
い
っ
て
も

ま
た
、
緑
は
美
し
〈
策
会
品
、
仲
臨
み
や
し
た
が
、
こ
の
う
ち
十
七
名
は
ブ
ロ
ッ
激
潜
で
は
あ
り
ま
せ
ん
‘

す
い
街
づ
く
け
に
も
欠
く
こ
と
め
で
き
ク
奪
思
議
壌
に
よ
る
菜
、
叩
ヅ
ロ
ャ

J
撃
隊
ー
す
る
ガ
は

な
い
多
く
の
没
総
合
は
た
し
ま
す
白
た
死
で
す
u

五
十
三
年
十
月
、
続
四
極
府
カ

4
7
4
7
J
F
1
習

と
-YAほ
給
再
生
一
塩
に
は
、
ブ
口
ソ
ク
務
行
っ
た
消
防
附
地
震
に
制
問
令
る
世
論
調
桝

L

J
気
輪
一
む
ご
繍
畿
を

や
石
場
に
は
な
い
去
の
占
ヲ
な
終
殺
が
査
で
は
も
ぺ
復
城
県
沖
地
緩
や
待
た
教
ニ
持
率
フ
な
わ
汁
で
‘
市
で
は
念
仏
間
帯
惜
し
み
み
宮
創
出
後
後
ハ
ガ
キ
に
、

あ
り
ま
す
。
判
例
」
と
し
て
、
間
関
十
六
行
町
人
が
ぶ
/
な
ブ
百
ソ
ク
織
や
一
指
標
に
か
わ
り
、
ゑ
注
索
、
氏
名
、
年
齢
、
設
諮
鯵
品
。
‘
講

安
災
時
に
蓬
を
防
止
す
る
@
時
ソ
ク
燐
、
石
域
内
紛
糾
摘
…
を
あ
げ
て
緩
め
華
を
進
め
て
い
ま
す
a

詩

的

堂

、

受

講

壊

す

明

記

向

上

、

禁

②
混
成
淡
絞
、
強
音
を
緩
和
す
る
い
ま
す
勿
絡
を
域
内
、
守
意
味
す
句
も
ゑ
…
視
は
有
効
ま
巾
戦
線
予
報
陸
一
一
一
問
問
、
中
央
公
民
鈴

③
宥
獲
物
一
時
間
や
ほ
こ
り
を
品
吸
着
す
る
も
と
も
と
ブ
ロ
Y
ク
送
り
は
、
激
物
な
手
段
で
寸
。
し
か
し
、
ど
っ
し
で
も
ま
で
申
し
ぬ
ん
で
く
だ
さ
い
。
九
凶
均
一

③
長
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
ト
#
こ
と
を
内
緩
め
隣
仕
切
り
帥
謀
議
滋
コ
ン
ク
サ
ブ
口
ァ
ク
な
ど
の
酬
明
義
叫
置
し
た
い
方
諮
か
ら
九
月
七
時
ま
で
の
消
印
有
効
と

数
、
之
、
心
は
絞
ら
ぎ
を
与
£
る
偽

i
ト
・
ブ
口
〆
ク
造
り
)
と
し
て
僚
わ
は
磁
総
指
導
一
線
へ
連
絡
し
て
〈
だ
き
っ
し
ま
十
白
ま
た
、
串
し
込
み
は
一
人
一

こ
の
よ
う
な
検
事
者
も
つ
貴
震
な
紛
れ
て
い
た
も
の
で
す
防
ぞ
れ
が
い
つ
め
精
進
基
準
的
談
明
や
パ
ン
ワ
レ

y
Fな
講
座
で
、
議
夜
、
公
民
銭
議
滋
を
俊
講

が
‘
都
市
化
に
と
も
安
い
私
た
ち
の
ま
敏
か
ら
か
安
易
に
場
と
し
て
償
わ
れ
る
ど
の
的
関
+
帽
を
し
て
い
草
究
気
軽
に
ご
し
て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
応

ち
か
ら
減
合
し
て
き
で
い
ま
す
a

税
た
よ
う
に
な
り
ま
し
た
e

し
か
も
ほ
と
ん
利
用
期
〈
だ
普
い
。
首
都
品
唱
多
数
的
場
告
は
時
制
緩
は
よ
り
決
定

ち
の
家
の
ま
わ
り
に
あ
る
ブ
口
ソ
ク
線
ど
が
基
準
通
り

ι仰
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

a
w醐
向
い
合
せ
嬬
総
生
涯
に
問
附
す
る
し
ま
す
。
な
お
、
お
子
様
連
れ
の
受
講

や
お
線
を
ゑ
百
唯
一
に
す
る
こ
と
で
、
緑
を
市
で
は
、
毎
年
防
災
滋
織
的
機
に
、
ニ
と
都
市
計
図
鎌
公
務
総
地
係
は
ど
遠
慮
く
だ
幸
い
。

も
っ
と
録
係
す
る
こ
と
が
で
塁
手
。
ブ
ロ
ッ
ク
携
な
ど
の
家
検
パ
ト
?
ふ
棋
ブ
ロ

y
ク
縛
な
ど
に
問
問
す
る
こ
と

V
潤
い
脅
せ
中
央
公
民
総

輸
到
し
く
安
全
で
ん
は
み
や
す
い
お
開
づ
〈
つ
を
袋
悩
唱
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
同
同
時
相
K
M

縫

築

指

導

謀

総

綴

係

官

八

一

一

25560五
一
五

豆一一
一
樹
一
小
…
一山つ一
一
嶋
一
議
い

一例一
一竹一

筆続8

ニ
輪
車
の
事
故
を

連
放
し
よ
う

潮
時
下
品
川
一
一
輪
車
が
朝
間
係
「
品
交
泌
死

1
2

ト
治
以
[
過
ぎ
な
…
ー
ニ
て
一

亡
事
故
は
、
一
冷
一
臼
か
ら
七
H

月
十
九
時
吋
浮
止
を
し
な
い
て
1
六
一
…
飲
出

uu
携
で
て
発
生
ヤ
止
の
件
、
死
者
五

f
…

w
暗
転
(
十
F

)

で
、
"
へ
い
じ
!
h
k
は
苅
校

人
に
め
は
り
、
こ
れ
は
ふ
守
党
亡
事
故
伴
匁
に
多
く
、
二
時
不
停
止
は
主
人
、
欽

数
約
二
十
三
a
v

札
い
も
を
よ
円
め
て
い
ま
寸
令
消
運
転
ば
伐
の
1
2

五
〈
)
世
代
間
仰
い
い
多
〈

七
月
中
辻
発
生
十
体
、
死
名
ト
人
で
み
ら
れ
ま
し
た
a

特
に
繭
校
生
均
一
事
故
が
間
同
体
〈
死
者
怨
一
一
駒
市
平
的
事
故
を
ニ
れ
以
上
山
山
き
な

人
)
と
、
叩
例
都
問
問
州
~
一
伶
)
よ
り
ふ
〈
い
た
め
は
、
ま
た
、
再
料
品
宇
山
制
奇
心
か
え

微
に
治
加
し
ま
し
ペ
ヱ
町
中
で
、
へ
て
心
も
身
悼
む
っ
た
お
れ
ル
勺
で
い
る
か
わ

ん
〆
ノ
ト
脅
か
ぶ
っ
て
い
な
か
っ
た
人
い
い
子
ど
も
た
ち
を
究
明
瑚
挙
後
か
ら
守

が
七

Oγ
と
絞
め
て
多
か
っ
た
の
が
終
る
た
め
に
も
、
…
人
↓
人
が
交
返
ん

i

て
安
来
滞
叫
ι
慨
を
3
v
ま
し
ょ
、
三
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ま
た
、
総
倒
的
主
な
も
の
は
、
ス
ピ

i
i
j
i
i
j
j
e
e
 

時
叫
叩
拍
子
女
口
開
制
附
然
回
mrへ一一口主榊怖心よる

第
八
脱
会
品
業
環
境
紛
が
、
八
月
五
百

宇山
H
情
的
ハ
ム
織
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
政
中
議
と
日
出
染
者
mw
子
初

告

p
nれ
す
る
た
め
毎
年
間
か
札
て
い
る

も
の
で
‘
ハ
ー
や
プ
キ
ブ
ワ
ホ
ゲ
泳
場
し

て
事
お
し
た
約
六
前
人
的
子

rも
た
ち

が
、
パ
〆
食
い
鶴
争
や
ス
イ
カ
斜
な
ど

の
ゲ
ム
を
犠
し
み
ま
し
れ
1

精
神
時薄
穂弱

同
‘，Elu--

!
?
布
佐
の
君
村
容
ん
が
命
名

ん

七

月

一

m診
の
広
報
で
幕
議
し
た
繍
回
割
合
で
は
、
ニ
の
中
か
ら
、
伶
ぴ
や

引
が
神
溌
弱
者
一
塁
機
鋭
的
特
舎
で
み
ど
寸
い
こ
と
‘
な
じ
み
や
す
い
こ
と
、
開
問

符
り
刷
出
」
ぷ
決
ま
り
ま
し
た
&
一
時
品
怖
が
除
お
よ
び
没
燃
に
な
い
こ
と
a

和
帯
内
、
中
持
母
毅
浪
内
つ
つ
じ
お
わ
地
域
植
村
燃
や
生
活
の
場
と
L
て
の
線
級

A
替
に
縫
経
き
れ
為
こ
の
ぬ
設
は
、
我
叫
聞
を
考
潜
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
な
yh

な
お
入
滋
お
よ
び
佳
作
五
山
、
は
次
的

子

aM?波
山
山
・
沼
識
の
一
ぷ
中
市
一
町
で

b
ぬ
端
的
略
法
準
と
し
て
措
川
柵
識
に
輪
対
L
、
と
お
リ
で
す
ら

組
織
す
る
業
務
中
務
総
区
総
合
開
発
解
明
「
み
ど
り
附
闘
い
と
決
定
し
た
も
の

rfc
脅
人
滋

務
総
合
が
、
十
八
議
以
上
内
務
神
薄
弱
入
浴
し
た
意
村
さ
ん
は
四
十
六
殺
吋
ら
ど
リ
消
営
料
一
守
莞
さ
ん

円
方
向
一
蹴
松
山
に
必
要
な
指
線
・
餓
捕
を
者
殺
℃
十
九
年
間
問
、
議
議
殺
を
殺
ん
で
(
由
同
時
孫
子
市
総
一
一
一
約
一
)

行

う

た

め

は

絞

綾

子

る

悼

暗

殺

で

す

@

緩

い

ま

す

白

安

佳

作

A骨

mrは
各
市
町
内
広
報
を
通
じ
、
呼
株
向
広
報
を
日
凡
て
す
ぐ
応
募
し
ま
し
h

ー

な

の

は

な

の

引

持

体

つ

や

f
さ
r
A

を
首
都
出
慨
し
て
器
ま
し
た
a

そ
的
総
築
、
み

rり
は

人

的

心

を

な

ご

や

か

に

し

、

一

紙

一

り

市

令

市
内
、
都
に
お
改
ま
い
の
君
村
守
勢
お
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
か
ら
α

家
内
あ
け
ば
品
川
片
刊
行
対
印
公
さ
ん

ん
の
「
み
ど
り
聞
出
い
と
い
う
突
が
入
湯
穏
に
は
『
こ
れ
v

か
な
い
μ

な

ん

て

認

(

我

何

時

f
市〉

し

た

も

め

明

、

す

。

っ

て

山

山

1
た
ん
で
す
が
、
ま
さ
か
入
、
部
わ
か
と
ね
の
京

T
後
必
さ
ん

呼
称
募
終
に
時
各
市
前
町
か
ら
熱
心
な
す
る
と
は
慾
い
ま
せ
λ
で
し
た
J
と

六

一

松

J

戸
市
い

ん
ゆ
官
怖
が
あ
り
、
地
紋
別
で
は
松
市
一
二
十
び
丹
弁
を
一
語
づ
て
い
ま
し
た
G

r

n

内
出
美
江
ざ
パ

ニ
遇
、
我
判
開
平
合
↑
九
沼
地
、
波
山
中
市
九
宮
村
き
ん
は
、
来
年
め
域
ヱ
バ
内
帯
、
流
出
市
)

渦
刷
、
沼
市
用
酎
叫
況
泊
、
悠
+
市
十
必
同
町
打
七

k
r表
彰
を
つ
け
る
こ
と
に
な

7
・、

十
炉
内
一
日
躍
的
業
が
寄
せ
ら
れ
ま

L
た

“

ま

す

。

昨
年
、
総
党
終
極
を
行
っ
た
と
こ
ろ

大
変
ご
好
誇
を
い
れ
~
だ
き
、
ご
来
冊
酬
に

な
ウ
た
労
々
か
ら
ぜ
H
V
A
吋
部
も
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ぶ
ど
う
内

も
ぎ
と
り
園
出
と
絞
め
柑
臨
時
肌
穏
を
総
係
線

開
閣
の
ご
滋
カ
に
よ
っ
回
開
国
闘
し
ま
守
e

中
市
内
数
秒
脅
か
ね
て
、
ご
策
判
明
お
そ

ろ
い
で
お
曜
し
み
く
だ
幸
い
。

V
M
問
い
合
せ
農
政
裁
ま
た
は
止
の
各

幾
邸
主
ま
で

A
W
弘川町

i0

・一}

l

n庁
担ミ

i義

J
t
:
f
 

l
d
玲
窓
で



地
震
の
か
得

で'、・8・

ふ
だ
ん
の
心
が
け

@
良
頃
の
市
首
会
審
涯
を

ハ
ゾ
プ
ロ
パ
ン
キ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
料
到
な
ど
で
倒
れ
な

い
よ
う
閲
定

L
ま
し
ょ

1
6

ひ
い
お
日
成
ス
ト
ー
ブ
は
民
震
枯
試
制
緩
付
円
の
も
の
を
使
用

ー
し
走
ふ
?
レ
ょ

4
4

ハV
庁
え
め
元
払
は
は
ふ
だ
ん
か
ら
必
ず
開
閉
め
る
よ
う

習
環
づ
け
ま
し
ょ
う
る

@
消
火
体
制
を
万
人
宜
主

。
初
開
制
の
段
跳
械
は
法
火
も
可
後
で
す
心

済
火
絡
を
榊
捕
、
ぇ
、
植
は
閑
川
ぢ
淡
を
よ
く
知
ヮ
て
お
き
ま

l
ν
ょ
ぬ
7
G

G

ふ
だ
ん
か
り
消
火

mmwパ
ケ
ツ
を
問
意
z

し
、
よ

〈
火
を
縫
う
場
経
ー
に
嶋
崎
、
え
て
お
さ
ま
ぜ
ょ
う
4

@
宮
品
内
対
親
潮

む
糊
附
や
家
具
の
し
・
ん
か
ら
紛
が
淡
ち
な
い
よ
7
H
いい広

場
叫
し
ま
し
ょ
う
~
柔
い
仏
閣
や
大
き
い
物
キ
下
に
釜
〈
)

。
側
関
れ
れ
や
す
い
本
協
を
ど
は
、
ー
つ
か
っ
関
乏
し

寺
か
i

しょ、
7
包

@
一
家
殺
で
出
掛

L
A品ロム結う

ひ
い
き
と
い
う
川
時
の
分
以
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

q
F
b
 ハV
連
絡
先
・
時
総
賂
球
場
所
な
ど
を
家
族
で
滋
L
A
U
ワ

て
お
き
ま
し
ょ
う
2

。
二
次
災
努
力
発
生
し
そ
ヲ

4
場
一
昨
か
ら
淡
き
か

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

1

びあH)~l. 9 

安
全
な
避
難

@
滋
掛
離
は
徒
歩
で

口
事
で
の
絞
縦
性
は
か
、
え
っ
て
川
批
判
仙
そ
大
き
く
し
ま

す
一
会
必
ず
地
位
歩
で
析
結
球
し
ま
し
ょ
う
u

む
荷
物
性
同
後
小
淡
度
に
(
非
常
持
出
汁
山
山
ぶ
だ
け
)

。
子
批
引
は
背
負
い
‘
病
人
や

E
人
が
い
る
待
ば
山
村

叙
事
や
ぷ
烈
な
い
と
で

e
一
線
ょ
に
注
意
を

ワ
ヘ
ル
メ
ト
や
仲
間
災
ず
き
ん
、
あ
る
い
は
時
ぶ

ー
と
ん
で
泊
拍
子
物
か
ら
泌
を
仰
州
選
し
ま
し
ょ
3

@
危
険
主
所
持
貼
滋
ざ
か
れ

ワ
ガ
ソ
ワ
ン
ス
タ
ン
ド
や
ガ
ス
デ
ン
タ
な
ど
一
一
次

災
後
め
発
生
し
て
、
?
な
場
所
に
は
役
一
よ
ら
な
い

。
災
い
滋
裂
が
け
、
川
べ
持
、

A
d
d
也
川
慨
に
は
fvu
一よ

ちり
J
h
d

い

(3) 

持14自

J{ 

。
非
常
用
品
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

@あなたの避難場所暢
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(前

地
一
躍
肢
の
自
得

《
家
に
い
た
ら
》

@
す
ば
や
く
火
の
し
ま
っ

ワ
凶
地
雷
同
が
き
た
ら
一
け
伝
子
出
は
か
な
人
ur
千
え
も
の
は

し
て
ず
ぐ
火
を
議
そ
ヲ
(
と
く
に
炊
事
で
火
号
使
用

町
一
や
め
時
以
、
必
ず
ル
ヘ
を
消
そ
っ
)

一
一
口
一
火
を
消
せ
い
と
立
い
に
ポ
仰
を
か
汁
み

7
c

t

土
庁
ス
総
日
旦
ハ
の
一
花
一
殺
を
開
閉
め
る

古
今
使
用
品
?
の
鳩
町
磁
器
日
一
、
は
す
く
久
を
浪
そ
、
7
b

t
e
す
ぐ
外
に
と
び
出
崩
す
#

町
一
口
あ
わ
て
て
ず
ぐ
外
に
後
び
出
す
の
同
体
危
険
で
す
v

竺
ウ
ワ
う
や
肴
糾
H

e

哨
必
ず
う
え
の
終
汁
な
ど
忍
わ
ぬ
約

一
一
が
作
法
ち
て
き
ま
す
の
で
外
へ
お
る
時
に
は
ト
分
立
校

時
一
設
が
必
婆
で
す
。

一
一
口
支
小
中
川
な
家
呉
に
身
を
寄
せ
た
丹
、
弘
や
ベ
ソ
ド

町一め

F
に
も
〈
可
こ
ん
だ
れ
ソ
し
ま
し
ょ

t

F

一
む
ど
ん
な
大
き
な
出
端
技
で
も
大
き
な
め
れ
ば

2
1

町一

3
分
ぐ
ら
い
で
す
c

国
同
附
測
の
雌
博
子
を
よ
く
刊
紙
し
人
川

士
惨
な
行
動
を
と
る
よ
?
に
し
ま
し
ょ
、
づ
。

一

一

《

外

に

い

た

ら

》

-
瞬
間
一
@
車
動
車
に
乗
っ
て
い
た
ら

、
、
町
一
つ
道
路
の
校
間
関
に
車
ふ
れ
古
立
め
、
寺
を
入
れ
た
ま

一
一
土
家
事
か
ら
離
れ
よ

7
(
ス
ピ
ド
を
出
し
て
逃
げ
よ

に
'
一
つ
と
し
て
は
か
え
っ
て
念
倹
で
す
)

嶋〈

r
e輔
唱
曲
串
に
乗
っ
て
い
た
ら

一一

o
車
内
わ
阻
{
一
疋
休
刊
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
、
楽

ヘ
ノ
一
一
務
総
め
指
示
い
い
後
つ
。

旬

/

b

E

G

崎
地
下
山
続
三
戦
議
上
に
立
司
町
江
崎
一
械
が
ふ
め
る
の
て
、

hu

一
一
や
み
に
い
早
外
へ
飛
び
取
す
の
は
危
換
で
ず
c

一
一
@
柚
地
下
部
四
に
い
た
ら

一…

O
拙
地
下
街
で
い
ち
ば
ん
恐
ろ
し
い
の
は
川
ニ
r

タ

一
一
枚
慾
で
す
。
陥
地
下
街
叫
同
一
階
茂
之
は
安
全
に
で
き
て
い

一
一
る
の
や
、
喰
っ
た
い
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

一
一
円
以
火
災
が
発
生
す
る
と
‘
穏
や
有
毒
ガ
え
が
充
滅

型
し
ま
す
め
で
、
察
部
ザ
め
く
る
方
向
と
は
遂
の
方
向
に

一
九
必
げ
、
ハ
法
専
の
な
い
滋
叫
は
や
え
ロ
ー
プ
か
ら
山
山
口
仁

-一山山宇品伊
1
〕

L
!
?
3
0

一
一
空
ア
パ
ー
ト
B

一
な
ど
で
貨
物
ゃ
な
・
句

一
一
コ
エ
し
へ

i
タ
!
や
港
設
に
絞
繋
す
る
と
危
件
冊
子
、

竺
す
4

憎
む
停
電
に
な
っ
て
も
非
滋
だ
が
つ
き
ま
す
か
ち
、

竺
議
…
ぶ
に
従
っ
て
裁
縫
し
ま
し
ょ

7
。

…
…
@
外
を
歩
い
て
い
た
ら

時
一
心
ブ
E

Y

7

緩
や
右
足
の
そ
ば
、
川
ベ
ワ
や
方
ケ

一
一
は
選
け
広
い
場
所
へ
幾
臨
時
し
ま
し
ょ
う
。

一一

2
繁
華
街
で
は
、
上
か
ら
縫
紋
や
す
7
え
が
洛
ち

サ
一
一
て
き
ま
す
の
で
一
殺
を
保
護
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
e

訓
"
さ
電
線
に
よ
る
感
議
に
注
意
し
ま
:

円
引
明
下
っ
た
電
線
に
は
ぬ
対
に
教
わ
れ
な
い
)

::lxl 

。
関
な
い
よ
う
に
避
難
場
用
や
遊

難
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ト
晶
、
司

J
O
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抗日71ザ

毒
患
固
砂
働

理
J
潤
即
官事幽品

発
曲
目
的
盛
ん
な
れ
幼
児
綴
に
は
‘
、

れ
ま
で
も
乳
児
や
ぷ
機
成
線
療
持
議
が

進
め
ら
れ
て
静
ま
し
た
が
、
一
議
六
か

月
同
品
輸
暗
殺
軌
相
官
聴
は
、
心
身
簿
害
の
単
組
品
晶

子
山
問
、
田
中
酬
明
発
見
、
早
期
療
育
と
い
う

衡
か
ら
み
て
=
遂
に
な
っ
て
か
ら
然
ヴ

い
た
の
で
は
漆
す
事
る
と
い
う
こ
と
か

色
付
う
も
の
守
す
e

唖
マ
鈴
修
す
る
も
の
母
子
銭
感
手
線
と

欄
間
斡
緊
(
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
}

V
一
一
端
六
か
月
児
鎗
臨
席
鯵
策
縁
組
恒

6
9

生
u
m
議
丹
後

今
&
R
n

#γ

・4
訓"昭

然
綴
織
が
日
常
生
活
再
具
体
約
な
秘
織

を
い
り
い
ま
す
。

保
鎗
捕
と
品
開
料
中
間
級
品
irに
よ
り
、
背
摂
九
月
十
百
(
木
〉
お
絞
め
絞
殺
・

交
に
つ
い
て
的
機
械
械
を
行
い
ま
す
奇
計
開
総
体
持
機

V
脱
出
付
臨
時
附
開
設
品
一
者
一
昭
和
五
十
六
蹴
九
月
十
七
円
悶
(
木
〉
妊
娠
中
的
阿
部

卒
問
符
…
白
か
ら
五
月
十
m
間口
u
生
ま
れ
〉
織
と
栄
幾
a

議
科
後
生

は
キ
4

前
九
時
か
ら
九
時
十
ぷ
砂
ま
で
e

滋
九
月
一
一
十
開
出
自
{
本
〉
休
枕
問
機
糊
闘

(
事
ち
ゃ
ん
体
絡
を
行
い
ま
す
ニ
、
該
・
母
乳
栄
養
網
ト
赤
ち
ゃ
ん
の
峨
常
識

当
外
的
方
は
午
約
九
時
京
一
十
分
か
ら
守
泌
総
九
月
三
十
八
日
山
湾
}
産
後
円
保

一

時

誌

で

後

e

や
ヴ
〈
り
お
む
つ

V
持
参
す
る
も
四
努
子
懲
臨
時
手
厳

V
特
務
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一

燦
弘
元
鑓
診
は
、
母
チ
幾
察
予
綴
糾
品
川
崎
一
…
一
十
分

の
無
料
券
(
一
↓

γム
ハ
か
湾
側
刷
、
九
1
十
世
写
場
福
間
制
尚
北
治
市
民
セ
ン
タ
ー

一
か
湾
問
問
〉
舎
利
朗
し
、
産
療
機
関
で

V
持
参
す
る
も
の
母
子
餓
療
手
緩
と

焚
け
ま
し
ょ
今
ツ
。
ま
た
、
母
子
縫
緩
宇
嬢
総
潟
閥
均
こ
的
ほ
か
九
月
一
十
日
は
パ

淡
に
は
も
発
材
開
設
況
を
よ
〈
統
府
閉
し
て
ス
タ
オ
ル
一
伐
九
汚
二
十
八
日
は
書

記
入
す
る
よ
う
心
が
汁
ま
し
ょ
う
。
ら
し
布
百
四
十
守
口
く
ら
い
、
魚
、
は

喝
育
児
教
窓
由
H

開

惜

ワ

、

は

さ

み

、

ま

ち

鈴

あ

η
お
ん
な
お
↑
口
4

成
附
悶
滅
的
楠
閥
的

美
選
手
向
的
問
閣
に
よ
っ
て
‘
に
わ
か
に

女
子
務
上
織
が
脚
た
を
み
び
て
き
た
。

今
関
酬
は
、
先
日
行
わ
れ
た
、
第
二
1

品
別
幾
脇
陣
審
者
品
平
心
殿
血
管
系
疾
患
、
腎

.
肘
昨
議
疾
患
者
め
通
明
性
的
時
間
判
繰
糸
線

患
者

曹

v
注
織
の
晶
体
側
酬
は
敏
日
前
か
ら
訴
ワ
、

平
熱
合
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
③
予

防
線
価
閣
を
受
け
る
裁
に
、
出
聞
協
明
翁
は
子

ど
も
の
健
康
状
態
に
よ
く
仲
開
設
し
、
気

に
な
る
綿
子
が
あ
る
時
は
か
か
り
つ
け

の
逐
郊
口
抑
制
叫
附
し
て
く
だ
き
い
。
③
接

捕
惜
し
た
mm
と
静
一
今
日
は
安
静
に
し
、
入
浴

は
総
け
て
く
だ
さ
い
。
③
橋
{
践
し
た
災

施
釘
は
、
接
穐
事
訟
を
時
間
比
す
る
た
め

の
も
の
で
す
か
ら
必
ず
綴
縦
し
幻
自
時

を
{
す
っ
て
く
だ
患
い
。

V
時
制
問
午
後
一
時
2.C分
か
ら
午
後

二
時
三
ハ
〉
分

d

喝
一
一
一
綴
漂
音
予
紡
接
穣
羽
時
世

山w一期山

…
山
一
例

4

司
蕊
曲
四
兆
醐
棉
亭
学
級

裁第悪習空襲鳥

ヲ身長持等
Sゅ(そF対話7

ふ
が
身
蕊
山
口
な
こ
と
か
ら
シ
ラ
サ
ギ
と

い
っ
て
い
ま
す
が
‘
シ
ラ
サ
ギ
と
は
綴

名
で
は
な
〈
、
コ
サ
部
句
、
チ
ふ
ウ
サ
み
そ
‘

F
イ
必
ソ
ギ
を
総
品
称
し
て
の
時
名
で
す
。

チ
ふ
ウ
サ
ギ
は
金
銭
約
七
C
句
、
そ

の
お
の
と
お
ワ
‘
コ
サ
ギ
と
ダ
イ
サ
ぞ

の
中
間
則
的
大
き
き
で
、
ω
地

つ
め
符

黒
で
す

が
、
丸
、
紛
で
は
紫
色
く
て
先
鴻
間
部
が
胸
部
門

「
す
，
間
出
先
き
の
咽
閉
山
括
的
冊
は
賞
品
い
{
コ

サ
ギ
、
ダ
イ
サ
ギ
は
習
は
糊
貌
〉
で
す
御

機

泌

滋

鱗

餓

磁

澱

験

磁

吸

警

警

日

本

に

は

W
尻
島
と
し
て
審
渡
来
し
、

戦

機

総

ぷ

が

ら

社

会

つ

子

へ

冬

は

綴

方

へ

ま

り

ま

す

が

、

合

軍

は

残

後

緩

数

発

の

あ

ワ

方

が

関

わ

れ

て

い

っ

て

い

ま

す

。

手

賞

沼

で

は

少

な

い

労

Q

現

在

、

由

民

我

の

芽

ば

え

る

}

吋

…

殺

と

い

一

で

す

が

沼

田

周

辺

町

水

聞

や

滋

池

、

務

一

う

大

切

な

時

に

、

リ

ズ

ム

淡

び

悲

鳴

し

一

尿

、

割

問

問

問

終

処

で

よ

く

間

流

九

社

ま

す

。

一
て
上
姐
乎T
な
子
嚇
驚
附
て
を
学
び
A

合品骨W
い

ま

し

よ

一

(

世

軍

写

品

ヰ

?

術

築

特

.. 本本叫竹刊仏怜稔叩問ド文.潟綴叫数蹴夫)

一‘勺

刷燃笠悶弘…

v草
滋

護

鱗

中

央

雲

公

霊

蘇

庁

諺

鯵

m
は
し
か
)
尚
申
で
叩
て
し
込
ん
念
弔
で
、
〈
毛
だ
ぎ
き
三
い
@
(
雨
印
鑑
と
主
怒

s

叩
悦
一
曹
芸
対
晶
象
棋
三
歳
児
〈
五
支
李a十
主
ナ
支
主
…
ぷ
…
護
年
護
綴
背
河
空
一
コ
“
、
予
訪
接
議
主
拙
機
警
慨
苧
を
持
雲
事
1L}そ
?
て7くL灯宮
笹
い
oぷ川

A

一吋山泣榊悦刀ぷ川刊詰い副削

;J一
自
か
ら
五
士
一
一
年
閥
均
…
nu
生
ま
れ
)
幼
児
喜
多
(
は
し
か
二
子
附

V
駿
当
者
一
歳
六
か
閥
均
か
ら
な
滅
的
い
間
砕
い
れ
悩

一
を
持
つ
畿
と
予
で
、
五
附
同
措
喝
し
て
参
加
持
団
を
次
的
像
祭
拙
問
機
ぞ
棚
例
制
に
行
い
ま
誕
生
nH
ま
で
の
幼
児
絞
め
人
は
協
定
く
い
咋
す
た
的

-

m

フ

ま

ま

3

T

A

一

で

奉

る

人

す

。

級

品

川

殺

は

総

療

機

間

関

に

申

し

込

み

外

と

し

て

内

科

料

に

な

り

ま

す

。

…

炉

中

山

1
7
一
あ
刻

一
芸
員
…
一
一
量
一
応
霊
草
数
襲
撃
義
し
で
あ
り
ま

Z-旬
、

喜

一

七

九

州

内

一

k
t

一
合
同
治
せ
ん

)

4

3

牌

疹

(

は

し

き

争

仲

間

緩

綴

際

機

描

税

務

一

点

い

い

K

問
時

一

V
参
加
費
五
質
的
経
ヤ
保
険
等
一

1

i

i

1

j

一
コ
曳
ガ
月

一

一

2

j

j

L

一
信
下
ハ
到
す

一

マ

申

し

込

み

骨

岡

山

割

問

後

ハ

庁

長

ー

に

、

一

地

河

口

一

汚

て

で

は

ま

一

霊

工

撃

の

氏

名

(

ふ

つ

が

な

ニ

ド

一

↓

間

二

立

内

川

べ

…

予

約

券

一

年

月

辺

、

性

別

、

住

所

、

叡

縦

一

者

二

リ

…

…

だ

ん

b
z
ヘ
札
制
叫
慎

一

一

ー

汁

い

…

A
会
す

IHA-
お
ι

山
静
撃
を
五
記
入
し
、
殺
係
予
齢
制
問
問
}
一
一
間
関
1

一

一

附

山

ハ

…

一

主

で

、

引

与

を

符

ぷ

叶

一

で

山

b

u
附問師

三
一
湾
η

一
円

一
担
伎

一
純
一
お
り
一
語

…
刑
判

一
耕
一
一
凶
ご
動
…
綿一E守ぜ品目吋争地閉そwv 

接

種

一
…
…
崎
明
榊
出
会
予
時
間
接
種
第
一
鏡
、
務
}

州
制
を
次
的
と
お
り
行
い
ま
す
@
山
出
か
け

る
前
に
体
掴
闘
を
前
制
定
し
、

mw子
制
閣
制
哨
事

緩
を
必
ず
持
参
し
て
ど
来
場
〈
だ
さ
い
，

V
絞
殺
す
る
亭
ど
も
*
臨
時
一
期
骸
出

滞
納
籾
五
十
四
年
四
回
月
一
区
か
ら
籾
…

1

級
元
÷
間
…
年
八
月
三
十
…
詰
絞
ま
れ

γ

*
繁
ニ
織
篠
山
岡
兇
線
二
期
的
叩
品
開
制
随
一
場

終
了
後
一
年
以
上
世
絵
浴
し
た
半
世
一

需

親

学

設

V
蛾
制
緩
裏
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
一

抗
問
機
中
的
常
議
、
新
生
児
円
余
綴
紛

mw
一
年
以
内
に
び
き
つ
け
を
お
こ
し
て
一
会

失
意
後
前
一
世
な
ど
に
つ
い
て
、
お
め
い
る
殺
傷
発
熱
し
て
い
る
品
内
相
惜
し
い

r
i

七
回
会
司
本
中
学
念
総
隊
段
上
競
技
県
い
う
す
ば
ら
し
い
も
的
。
ぞ
れ
ま
で
の
半
か
ら
ニ
時
閣
総
幻
。
余
録
的
ト
ン
プ
一

V
締
め
切
り
九
段
バ
五
器
(
土
)
当
日

大
会
で
、
帝
ぬ
中
学
較
的
義
を
樹
立
し
記
号
字
紙
十
三
点
を
火
緩
に
更
新
す
校
し
た
べ
少
な
い
D

野
島
先
生
辻
£
~
消
印
街
州
制

た
川
州
泳
中
一
φ

一
年
生
の
州
出
密
一
明
子
さ
ん
内
る
一
一
一
チ
務
不
十
附
闘
い
口
…
を
挙
げ
た
。
所
、
ν品
開
ば
す
よ
う
に
」
て
い
ま
す
a

ハ
…

v州
問
い
合
せ
中
央
公
災
館
宮
八
一
…

慈

匂

震

は

、

走

り

幅

跳

び

。

専

で

も

!

ド

な

練

習

を

し

て

中

学

玉

緩

急

?

っ

五

一

五

こ
の
大
会
で
、
女
子
コ
一
総
務
(
時
間
丸
、
竹
一
番
好
き
し
ご
と
い
う
。
ニ
め
絞
殺
ょ
う
と
は
患
い
ま
せ
ん
a
う
ち
的
手
ど
一

げ
が
む
い
計
担
訪
日
計
一
¥
計
二
日
れ
戸
時
計
七
一
円
闘
相
謝
野
川
片
岡
野
組
問
民

Uハ
十

五

日

と

淡

ぷ

仰

が

投

げ

れ

日

目

片

付

γ一一

H
U
E
-
h
f
u一
門

川

時

掛

制

民

U
(
骨
骨
三
晴
樹
U
詰
均
一
日
刊
誌
は
…

、

崎

幸

義

主

野

田

き

ん

を

は

ヒ

め

、

湖

北

中

か

ら

ん

ハ

人

一

心

機

病

を

心

警

れ

る

や

ど

さ

ん

手

史

的

動

主

義

外

科

安

心

配

な

ご

や

か

な

棄

と

な

っ

て

い

ま

す

。

中

ん

ー

・

際

交

ゑ

は

吋

彼

女

は

、

が

事

加

す

る

G

践
で
も
州
酬
を
克
な
い
。
的
組
問
仙
酬
を
行
い
ま
す
α

利
用
制
ご
希
望
的
の
あ
る
チ
ど
も
め
…
和
総
告
知
吋
関
付
行
ヮ
て
事
相
授
は
線
科
で
ナ
か
ら
消
害
者
本
人

i

吋

1
2
Q

負
け
ず
ぎ
ら
い
で
す
質
問
奇
い
〈
っ
か
a

一
番
も
つ
れ
し
い
一
方
は
後
綴
ぞ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
い
ま
T
め
で
ご
初
出
川
〈
だ
き
い
η

は
も
ち
ろ
ん
、
索
後
や
知
人
な
ど
J
と
な

b
i
w
卸
幻

roe

そ
し
て
、
ニ
ニ
と
撃
は
ワ
長
絡
が
坤
び
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事砂畿{土芸霊整会 総務主壬91'警守68・重警

(璽亘璽盤護支芝居
惨害言語主翼者幸 男女(J)ペフフマラソン

1>:¥'1"毒事.iel重要 犯罪妻i与えよこで10燃とご

5蜘

争奪喜義重B 10F!108 

歩会苦言 松戸ffi5ケと君事事球壌の江

戸111濁工芸コーヌ

侵害参加賞 τシ守フツ
砂務窃り 9F!10ヨ
砂隠し、合tさ ちよりの雲E建定書

〈霊Z便局から新郵便年金発売)
霊s{更君でほ、受け君主る年金ガ密

主手3%ずつ遼壊するほガ、剰余金
を顎1)1曽$'1量として土堕する万式で

ある浅草宝物僚の上昇!こ対応できる

新υ0¥$民会を、 9月1臼から発売
しE安売fQ

v新翻意翌年金の概要

産岳産開

王道1とお「吾妻もt?:ノ守…

かま語審寄鎗幾重量 9丹波注 字書U10
S寺 君主孫子雲常総空主義浴後

..#託宅群発事幾重量 91'弓ヨ 午建3守合

蔀
隠
官
n
h
Vぬ

p
i

9 JiJi会
月
目リ
期

JL4月
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I>B事杏 9F!27日、

惨事豊臣耳 T哲渓会費賢治-}[，

b入量話料 在)(J1Ij(会正当即時〕

惨劇鴎 オペラ主活協籍、 t立界の民

話器邸機(鰯機 内田元閥、ピ戸ノ

問8ll字詰E司 小沢警告R聖子〉

験問い合せ飯沢惜82ーお45 "号

機時83-3112

発を入量揺さ抵のお決めl草、 ま手重遺言霧E号、

ひそう11.線年号、ブッワス，スズ

モヨ111務光主主巴十一足霊祭E吾、烹

F坊隠殺害宮、仁科栄公然重富

修取しi忍み毒事むき 9F者88
1>.静しi忍ゐ、約い合t主党 小t，~久

主謹 歩誌を翠44自の 時偽ao

(密租56年度消費釜大学受講生募集)
湾費生活の向上をI!llり、湾重聖書苦

言主題¢専門知訟を習得するだめの

講座を関皇室しますロ

砂期間 9汚ガら竹月までの1lI10

日開午後1時3日分ガら3時3()5:}

惨対象消費者司体の会員、 3!歪
消費生活講座の終了替、その他消

費者問題1こ関むのある方で、 j夜間

として全日程lこ参加できる入

炉内容 「よりよい食主主活を求め

てf消費生活と法律Iくらしの経

費学I遺伝毒性をめぐってJ 1ま1J

1>受携料無料

砂定員二子葉コ ス、怒戸コース

ともに邸主ろすっ

参加場所 干葉コ スー察主主治会室宮、

察署宝湾会総松戸コ ス・5程遠童話

会弱行会

b申し込み 母語込雲!こ記入、とまた

は務一内容をハガキ!こ書いて9湾

108殺でiこ記詳し込んでくださいo

b鈴い合せ、申し込み先 *千葉

コース a 手費量'fjct5を3-17ー守、

ヤジトウJレプラザ6F 子葉湾費

さ悪役ンヲ一世0472-24-2108

*総戸コ…ス松戸恋F主主塁本7

議毒事室革命懸1す務 総戸消養生活セ

ンター腎0473-81-2111

族J怠ヨラ、$""雲警はわ民生活祭仁あ

りさます。

砂BH曹

午後39寄をまぜ

砂場所 産車工会際大会滅型設

相惨講師 伎々 木雪量n全長

1>主儀 社会者議ネ止世話滋会

1>申し込み

で社会1高校協議会く悶84--1539)

へ申し込んでくぢ添い。

易総務

砂災害事

;幻二院選、

しおい

聖書室露3童話湾指導殺のお紛らせ
傍白書寄 91'事すヨ〕午後守符
30分かそう

炉型韓民奇 術院議機織3滋綴き護

惨f'l軍事 f議議議議たはいJ 欝E福 間

H-善意氏
..長室絡先 薬草i刻怨紛-1004

世84…7304

氾己ヲマ;ftJ
i， 81lj:!iR 
除問時

後51時 9符7Eヨ丈?を'>10Eヨ(J)"F約
Q詩文才ら午後59者

惨場所 f官僚会館大?丈一J[，綴

砂入車輯斜 線刻

1>実現華

際7K幾多喜此殺害菜子行総主議会、

:$:幾人の主主君主滋主義喜

事惨後主量

E著書芸幾重量、 憲君主3・綴8-

禁法定書、 二子費量B線、 NHK'fl護主受

去を定書、 手重量TV、

廷を1981年祭71<辞襲警豊i上主主事聖子究会絡を告

会おより警英語草Lりっぽい夜、 9F弓8
5午後2B警がそう術祭会室童文京宝滋畿

で汚います。

(子葉繁華霊祭鐙護軍〉
惨事長沼人重量 晃子 事官湖沼、終

人ー事~15お

傍受験申込受絡事目隠 第三子・ 9F!
18から25日、 主義人 91'ヨ18か
ら7寺田

争試験巴 (-1電試緩) 101'寺48

・最終合絡決定 12Fヨ250
'炉問い合t主・申し込み 笥派出所、

主註在所、柏警察箸ft0471-67-91

81 

(J1ll二重二;扇 が二6)
無集配郵便局の「郵便、議{信、

童書~Ö~ 業務取り扱い鰐始時絡が、

8月31日から、午前91l奇と芯りま

しt".のでお知らせします。

国器国固因盟一
一一一手ち畏会鐙名雇車座=一三三

あ¥重章表跨

拐殺後怒、匠理省の皇室糸工場に主主

祭、透ti!5f，主糸繰り工交の生活毛己

犠ひなく、げな11'1こ生き抜い芝幾

重棄の少支ぞちの姿安芸きい定惑霊n(J)
名簿

本書喪浮 上幻/$:.e史実*霊室童吾 W:$:需要

交本選芸員 大守ざしめるi、童書a美授
5手111絡子、三濠達三主告さ

@上狭湾総 28号潟84分

。モヨ善寺 91'寺198'"後3号事務演

@入著書事毒 殺5勾くさ主sE白煙〉

-'"毒薬 害虫言著書室重量会

場罪華い合せ 'fj差是会善意宮84-33'iと

。入主題重量のお主主めは本;:z喜望書活

(殺害嘉子鮫要請こJ) 本北りひらが書

(主主主菓子柔R1tc];*荒井警告

(天:E主主寄月高百) *右111春先主量く濁

j仁義問詳詩C) *十一慶喜章!dC子百匹駅
*ブックススズキ〈つくし野〕

ネCT5l1公民露首*市民会宣富市市民会
総内空軍倍 、ひろ11りU

可炉、同

〈透明

後校内ツæ~まI-j_ふ埼玉行いまザ〉

砂日書普 段問13関

惨事駐さき と存続寺3GB:T然公院議

謀者塁塁線づくりをますすめと

いとこ怒えてい主主主主。 Fヨ総会!こ盗事室

守?若君主主い人(J)J，ごめ!こ、

び

診を3襲警 ヨ(*)誇後寺

あ第571J;f

@人口 102，9係人C+2.箆告〉
塁悪 51.444人・女 51多484人

.t堂事軽量買 30.251t主事事く十1.107)
要静F告役員時:$:1合 85ー1111 .主士会事安警察 85一1511
書静='ぐし聖書受話再 84ーお01 .汚受話毒さん室主 85-2401 
@遺書誌をき受長時 88-0828 .m!'霊会鎗 84-3311 
書量建議1t主主長持 88…2111 唱書記T5宅公主主童室 82-0515 
電暑干詰径三草原 告喜一2おき @クソーンセンター 87-0015 
@殺事雪量霊祭主主 総-1151 .終末処淫センタ 88-2847 
@水道室長警 告4-0111 .つつじ絞 88-0123 
@主主主怒号聾 84-0119 .身体E草書筈書室主上センタ

砂:J-;;え め災玉三段豪華吋手草壁支雪遜

i主護憲10如、

V 川弘一いd ‘ ヒコョ

・ヨ(J)午後1B寺30長きか

ら持30分

験語霊長持

砂器聖書語

惨テキスト

砂申し込み

て準燃する1問主正事寵17豊島幸毒死滅め議君

主EIこよりま完認否綴子笥罰乍JJ(i欝(})

主主主患の案者受絞践しさまざョ

き惨事悲恋猷言語(})穫祭

i!ii下水量霊〈災j害事零i童公主主下Z長選議〉

炉豊富子苦厳重曹をZ主主ちる主主主(J)霊宝草案

をき沿および滋えをき9Tまきなそうと}Iと

務誌を'l10Te警のさ詮議室長ら主主媛、 受連立と

tきそうTElaラことJ7TelGう径一塁s(})
立

砂幾重量翼語録 9潟守予ヨ
診義主事室滋完号 戸ミ殿下水運筆喜望


